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「子ども⌮ゎと教育┦ㄯ」ཬび「子育て支援」に関する୍⪃ᐹ

瀬々倉 玉奈

（児❺学⛉）

ᢒ㘓 乳幼児保育･教育⌧ሙにおいては、子どものみならず養育者を࣏ࢧートすること、༶ち、子ども･子

育て支援がᚲ㡲となってきている。幼⛶園教ㅍ養成課程⛉┠では「子ども⌮ゎと教育┦ㄯ」で࠶り、保育

ኈ養成課程⛉┠では「子育て支援」が実践的な学びにヱᙜする⛉┠で࠶る。保育者による┦ㄯは学㱋期に

おける教育┦ㄯとは␗なるⅬがከく、᪂たな⌮論や実践の✚み㔜ࡡがồめらࢀている。ところが、♫会

的⫼ᬒのᙳ㡪から保育学生が子どもとᐦに関わる経験はῶᑡしており、養育者と関わる経験は᭦にஈしい。

こで、㐣ཤに➹者が⾜った保育学生と子どもとの関わりに関する調査結果を養育者との関わりのほⅬかࡑ

ら᳨ウし、回᪂たに⾜った実習における養育者との関わりに関する実ែ調査の結果とేࡏて⪃ᐹした。

㸸子ども⌮ゎ，教育┦ㄯ，養育者，子ども･子育て支援，ぴっぱらんࢻーワー࢟

㸯㸬ၥ㢟┠的

(1)ஙᗂඣᮇࡢᩍ⫱㺃ಖ⫱┦ㄯ

乳幼児保育･教育⌧ሙ(௨下、㺀保育⌧ሙ㺁とす

る。)においては、子どものみならず養育者（௨

下、保ㆤ者をྵࡴ。）を࣏ࢧートすること、༶

ち、子ども・子育て支援を⾜うことがᚲ㡲とな

ってきている。こࢀにࡘいて「幼⛶園教育要㡿」

(文部⛉学┬,2017)では、⥲๎第 7 において「幼

⛶園の┠的の達成に㈨するため、幼児の生活

体が豊かなものとなるようᐙᗞやᆅᇦにおけ

る幼児期の教育の支援にດめるものとする。」

としている。

また、㺀保育ᡤ保育指㔪㺁(ཌ生ປാ┬,2017)

には、第 4 ❶の子育て支援において、「1.保育

ᡤにおける子育て支援に関するᇶ本的㡯」、

㺀2.保育ᡤを用している保ㆤ者にᑐする子育

て支援㺁、㺀3.ᆅᇦの保ㆤ者➼にᑐする子育て支

援㺁にᑐ㇟を分けて、よりヲ⣽に記載さࢀてい

る。特に、㺀2.保育ᡤを用している保ㆤ者に

ᑐする子育て支援㺁の㡯においては、「(3)㐺

ษな養育➼が疑わࢀるᐙᗞの支援」にࡘいて

言ཬしており、児❺ᚅのᑐ応がᙉく意㆑さ

ていることが⌮ゎできる。同様に、「幼保㐃ࢀ

ᦠᆺㄆ定こども園教育・保育要㡿」(内閣府･文

部⛉学┬･ཌ生ປാ┬,2017)においても第 4 ❶

で㺀子育ての支援㺁にࡘいてヲ⣽に記載さࢀて

いる。

幼⛶園教ㅍཬび保育教ㅍ୪びに保育ኈ(௨下、

㺀保育者㺁と⛠する。)は、子どもをᑐ㇟とし

た教育･保育に関わる▱㆑やᢏ⾡のみならず、

養育者をᑐ㇟とした子育て支援に関する▱㆑･

ᢏ⾡をも㌟にࡘけておくことがồめらࢀてい

る(୰ᑿ,2018)。

また、保育者が上㏙の各✀要㡿にᚑって教育

ཬび保育を⾜࠼るよう保育者養成課程におい

て実践的にࢀࡑらを学ࡪヱᙜ⛉┠としては、幼

⛶園教職⛉┠「子ども⌮ゎと教育┦ㄯ」、保育

ኈ㈨᱁⛉┠㺀子育て支援㺁が設けらࢀている。

しかしながら、「教育┦ㄯ」のᤵᴗ内ᐜは、ᑠ

学ᰯ௨㝆の教育┦ㄯの࠶り᪉の言わばり≀

の≧ែで࠶り、ᚋの⌮論やᤵᴗ内ᐜの㛤発

などがồめらࢀている(୰᰿,2019)。

幼保園における教育･保育┦ㄯの実ែは、通

ᖖの࢘࢝ンセࣜングとは␗なっている。保育⌧

ሙにおける教育┦ㄯと、ᑠ学ᰯ௨㝆の教育┦ㄯ

との᭱も大きな㐪いは、子ども⮬㌟が┦ㄯを౫
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㢗できるかどうかというⅬに࠶る。ከくのሙྜ

は、子ども⮬㌟からの౫㢗ではなく、保育者が

子どものၥ㢟にẼ࡙き保ㆤ者と㐃ᦠしてᑐ応

していくことから、保育者が⾜う教育┦ㄯは、

保ㆤ者支援で࠶ると言ってよい(୰ᑿ，前ᥖ書)。

(2)ᮏ✏ࡢ┠的

本稿の┠的は、上㏙した保育者にồめらࢀて

いる子ども・子育て支援の実践力に┦応する‽

ഛが、保育学生௦にどの程ᗘᩚ࠼らࢀている

のかを明らかにして㺂ᚋのᑐ応のྍ⬟ᛶを⪃

ᐹすることに࠶る。ࡑのため、௨下の᳨ウを⾜

う。

ձ 㐣ཤに➹者が⾜った㺀赤ちゃんとの接触・

育児経験に関する調査㺁（瀬々倉,2016）を

ᨵめて養育者との関わりのほⅬから᳨

ウする。

ղ 保育実習ϩཬびϪでの子育て支援を学ࡪ

ᶵ会に関する調査」の結果を明らかにする。

ճ 保育者による┦ㄯ支援に関する学びを保

育者養成ᰯでどのように⾜うことがྍ⬟

か᳨ウする。

㸰㸬ࠕ㉥ࡢࢇࡷࡕ᥋ゐ࣭⫱ඣ⤒㦂㛵ࡿࡍㄪ

ᰝࠖࡢ᳨ウ

(1)ಖ⫱Ꮫ⏕ࡢᏊࡶ㺃㣴⫱⪅ࡢ㛵ࡾࢃ⤒㦂

先㏙したように、保育者にはᑓ㛛的な❧ちሙ

で子どもと関わるだけでなく養育者との関わ

りが௨前にもましてồめらࢀるようになって

きている。

しかしながら、ᑵᴗᙧែのኚ、ᑡ子やᬌ

፧･非፧のቑ加、᰾ᐙ᪘や離፧･፧によるᐙ

᪘のᅾり᪉のከ様など♫会⫼ᬒのኚ㑄とඹ

に、保育学生で࠶っても子どもとᐦに関わる経

験はῶᑡしており、ましてや養育者との関わり

の経験はஈしい。このⅬにࡘいて➹者は㺀赤ち

ゃんとの関わり体験調査㺁を⾜い保育学生で࠶

ってもዴఱに子どもと関わる経験がᑡないか

を明らかにしている(瀬々倉,2015)。さらに、2

㉁ၥ紙調査を⾜い、育児にࡌの女子大学で同ࡘ

関するᇶ♏的な▱㆑の᭷↓にかかわらず、ミル

クや離乳㣗を㣗さࡏたり、ࢶ࣒࢜を᭰࠼たり

といった赤ちゃんのおୡヰ、育児経験はஈしい

ことを明らかにしている(瀬々倉,2015・2016･

2019)。

ㄪᰝࠖࡿࡍ㛵᥋ゐ㺃⫱ඣ⤒㦂ࡢࢇࡷࡕ㉥ࠕ(2)

᳨ウࡢ

ཎ⏣(2006)は、10 か᭶児健デに、ẕ親をᑐ

㇟とした育児に関する㉁ၥ紙調査を 1980 年

(大阪࣏ࣞート)と、2003 年(රᗜ࣏ࣞート)に

実施している。ࢀࡑらの⦪᩿的な調査結果をᇶ

に、⌧௦女ᛶの育児ᅔ㞴感は、ᑡ女௦から成

人女ᛶと成㛗し、子どもを生んでẕ親となる

㐣程において、子どもに接するᶵ会がஈしくな

ってきていることが୍ᅉで࠶ると指してい

る。

こで、⌧௦の女子大学生の赤ちゃんとの接ࡑ

触･育児経験のഴྥを⌮ゎすることを┠的に、

௨下の調査を⾜った。

(3)ㄪᰝ᪉ἲ

ཎ⏣の調査を参⪃に、こࢀまでの赤ちゃんと

の関わり経験にࡘいて、2 の大学において㉁ࡘ

ၥ紙調査を⾜っている。調査ᑐ㇟は保育ཬび幼

児教育を主として学ࡪ㡿ᇦにᡤᒓする女子大

学生で࠶る(表 1)。

⾲ 1.ㄪᰝᑐ㇟ࡢᖺ㱋

ᖺ 㱋 (ṓ ) 18 19 20 21 22 23

䠝学 (人 ) 170 141 78 23 8 0 

䠞学 (人 ) 0 85 100 15 0 1 

(4)⤖ᯝ

ձ⫱ඣ㛵ࡿࡍᇶ♏▱㆑

まず、ᢥ୍ᙧᘧでᖹᆒ的なᅾ⫾期間をᑜࡡた

ものを表 2 に、ฟ生体㔜をᑜࡡたものを表 3

に♧す。

ฟ⏘にᑐする᭱ప㝈の⌮ゎの程ᗘを☜ㄆす

る㉁ၥ㡯┠として、ᖹᆒ的なᅾ⫾期間とฟ生

体㔜とをᑜࡡた。㉁ၥの୧᪉にṇゎした者は、

㸿大学では 83.3㸣、㹀大学では 83.6㸣で࠶り、

୧大学間でのᕪは 0.3㸣に㐣ࡂなかった。
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⾲ 2.ᅾ⫾ᮇ㛫

月数 6 月 8 月 10 月 12 月 14 月

䠝学 0.2% 2.1% 87.6% 9.0% 1.0%

䠞学 0.0% 3.5% 86.6% 8.0% 2.0%

⾲ 3.ฟ⏕య㔜

体㔜 1kg 2kg 3kg 4kg 5kg

䠝学 0.0% 4.5% 94.5% 0.7% 0.2%

䠞

学
1.5% 2.0% 95.5% 1.0% 0.0%

ここで、୧᪉の㉁ၥにṇ⟅した者を「ᇶ♏▱

㆑᭷り」、いずࢀか୍᪉でもㄗ⟅した者を「ᇶ

♏▱㆑↓し」と定義して、赤ちゃんとの接触経

験、育児経験にࡘいて୧大学の学生の回⟅結果

を分ᯒした。

ղ㉥ࡢࢇࡷࡕ᥋ゐ⤒㦂

赤ちゃんとの接触経験をᑜࡡる㉁ၥ㡯┠と

して、「赤ちゃんをさわったことが࠶りますか」

を表 4 に、「赤ちゃんをᢪっこしたことが࠶り

ますか」を表 5 に、「赤ちゃんと関わったり、

㐟んだりした経験は࠶りますか」を表 6 に♧す。

㸿大学のྜィと㹀大学のྜィとにࡘいての

Mann-Whitney の U ᳨定では、赤ちゃんとの接

触経験をᑜࡡる 3 㡯┠ともᕪはᴟめて㧗ᗘに

᭷意で࠶った(p=.000)。

⾲ 4.㉥ࡓࡗࢃࡉࢆࢇࡷࡕ⤒㦂

知㆑ よくあった ときどき なかった

䠝学

᭷り 28.3% 62.3% 9.4%

↓し 21.4% 68.6% 10.0%

合ィ 27.1% 63.3% 9.5%

䠞学

᭷り 15.5% 73.8% 10.7%

↓し 6.1% 69.7% 24.2%

合ィ 13.9% 73.1% 12.9%

ᇶ♏▱㆑の᭷↓の㐪いでは、୧大学ඹにᇶ♏

▱㆑が᭷りの者が↓い者にᑐして、赤ちゃんと

の接触経験をᑜࡡる 3 㡯┠とも、よりከく経験

をしていた。しかしながら、㹀大学のᇶ♏▱㆑

᭷りの者でも、㸿大学のᇶ♏▱㆑↓しの者より

も、赤ちゃんとの接触経験がஈしいഴྥが♧さ

。たࢀ

⾲ 5.㉥ࢆࢇࡷࡕᢪࡓࡋࡇࡗ⤒㦂

知㆑ よくあった ときどき なかった

䠝学

᭷り 25.7% 60.0% 14.3%

↓し 18.6% 65.7% 15.7%

合ィ 24.5% 61.0% 14.5%

䠞学

᭷り 12.5% 65.5% 22.0%

↓し 6.1% 48.5% 45.5%

合ィ 11.4% 62.7% 25.9%

⾲ 6.㉥ࢇࡷࡕ㛵ࡾࡓࡗࢃ㐟ࡓࡋࡾࡔࢇ⤒㦂

知㆑ よくあった ときどき なかった

䠝学

᭷り 27.1% 56.9% 16.0%

↓し 24.3% 61.4% 14.3%

合ィ 26.7% 57.6% 15.7%

䠞学

᭷り 11.3% 66.1% 22.6%

↓し 3.0% 54.5% 42.4%

合ィ 10.0% 64.2% 25.9%

ճ㉥ࡢࢇࡷࡕ⫱ඣ⤒㦂

赤ちゃんの育児経験をᑜࡡる㉁ၥ㡯┠とし

て、「赤ちゃんにミルクを㣧まࡏたり、㣗さ

りますか」を表࠶たりしたことがࡏ 7 に、「赤

ちゃんのࢶ࣒࢜を᭰࠼たことが࠶りますか」を

表 8 に♧す。

㸿大学のྜィと㹀大学のྜィとにࡘいての

Mann-Whitney の U ᳨定では、「ミルクを㣧まࡏ

た り 㣗  さ ࡏ た り 」 で は ᕪ は ᭷ 意 で ࠶ り

(p=.015)、「࠼᭰ࢶ࣒࢜」ではᕪは㧗ᗘに᭷意

で࠶った(p=.002)。

㸿大学ではᇶ♏▱㆑が᭷る者の᪉が↓い者

より育児経験の経験್が㧗かった。こࢀにᑐし

て、㹀大学では「ミルクを㣧まࡏたり㣗さࡏ

たり」では、ᇶ♏▱㆑が↓い者の᪉が᭷る者よ

りも、「よく࠶った」と回⟅した者が 2.5 ಸも

ከく、逆㌿⌧㇟が発生していた。また、「࣒࢜

と回「った࠶よく」、でも㹀大学では「࠼᭰ࢶ

⟅した者が、ᇶ♏▱㆑が↓い者の᪉が᭷る者よ
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りも 0.1㸣では࠶るがከかった。

⾲ 7.㉥ࢆࢡ࣑ࣝࢇࡷࡕ㣧ࡾࡓࡏࡲ㣗ࡾࡓࡏࡉ

㦂⤒ࡓࡋ

知㆑ よくあった ときどき なかった

䠝学

᭷り 14.0% 31.1% 54.9%

↓し 5.7% 18.6% 75.7%

合ィ 12.6% 29.0% 58.3%

䠞学

᭷り 2.4% 32.7% 64.9%

↓し 6.1% 24.2% 69.7%

合ィ 3.0% 31.3% 65.7%

⾲ 8.㉥ࡓ࠼᭰ࢆࢶ࣒࢜ࡢࢇࡷࡕ⤒㦂

知㆑ よくあった ときどき なかった

䠝学

᭷り 17.1% 39.4% 43.4%

↓し 8.6% 32.9% 58.6%

合ィ 15.7% 38.3% 46.0%

䠞学

᭷り 6.0% 39.9% 54.2%

↓し 6.1% 27.3% 66.7%

合ィ 6.0% 37.8% 56.2%

୧大学ともに、ᇶ♏▱㆑の᭷↓に関係なく、

赤ちゃんとの接触経験よりも、赤ちゃんの育児

経験が㊊しており、こࢀはཎ⏣の調査結果と

もඹ通した課㢟で࠶る。

㸿大学と㹀大学とにおいて、ᇶ♏▱㆑の᭷↓

と赤ちゃんの育児経験との関係に逆㌿⌧㇟が

生ࡌているⅬにࡘいては、⮬ᕫホ౯の࠶り᪉が

ᙳ㡪しているのではないかと᥎ᐹさࢀる。なࡐ

なら、育児経験の程ᗘをホ౯する㡯┠として、

㺀よく࠶った㺁㺀ときどき࠶った㺁「なかった」の

3 ᢥで回⟅をồめており、ࡑのᤊ࠼᪉は回⟅者

の主ほにጤࡡらࢀているからで࠶る。

(5)ಖ⫱Ꮫ⏕ࡢ⫱ඣ⤒㦂㣴⫱⪅ࡢ㛵ࡾࢃ

こࢀまでのሗ࿌では、༢に保育学生で࠶って

も育児経験が⥲ࡌてஈしいことのみをሗ࿌し

ていた(瀬々倉,2016･2019)。

ここでᨵめてὀ┠したいのは、赤ちゃんの育

児経験における養育者と保育学生との関係で

る。本調査において「育児経験」としている࠶

のは、「ミルクを㣧まࡏたり㣗さࡏたり」し

た経験と、「࠼᭰ࢶ࣒࢜」の経験で࠶る。こࢀ

らは、養育者が子どもを保育園や幼⛶園に࠶ず

けている際に、保育学生がアルࣂイトなどで経

験する育児経験を㝖外すࢀば、養育者とඹにい

る子どもの育児⾜動で࠶ると᥎ᐹできる。ࡑ

のሙྜ、養育者が保育学生の育児⾜動にࡘいて

チྍしていなけࢀばならず、ࡑこには࠶る程ᗘ

のಙ㢗関係がᏑᅾし、養育者との関わりのもと

で⾜わࢀているはずで࠶る。ᚑって、赤ちゃん

の育児経験のஈしさは、養育者との関わりのஈ

しさとほࡰ同義と⪃࠼らࢀる。

本調査のᑐ㇟は、保育者養成に関わる学部に

ᡤᒓしており、子どもの⯆・関心は୍⯡の

女子大学生よりも㧗いと᥎ さࢀる。ࢀࡑにも

かかわらず、赤ちゃんの育児経験が㊊してい

ることは、ዴఱに⌧௦♫会における子どもや育

児୰の養育者の⌮ゎが㧗まらないことの୍

㠃を表していると⪃࠼らࢀる。

୧大学をẚ㍑すると、ฟ⏘に関する▱㆑には

ᕪが↓いにも関わらず、赤ちゃんとの接触経験、

育児経験でඹに᭷意ᕪが☜ㄆさࢀた。大学によ

って経験್にᕪが࠶ることにࡘいては、ᚋの

研究課㢟としたい。

また、㸿大学ではᇶ♏▱㆑が᭷る者の᪉が↓

い者より接触経験、育児経験ඹに経験್が㧗か

った。こࢀにᑐして、㹀大学ではᇶ♏▱㆑が᭷

る者の᪉が↓い者より接触経験の経験್は㧗

かったが、育児経験にࡘいては୍部、逆㌿⌧㇟

が☜ㄆさࢀた。こࢀにࡘいても、ᚋの研究課

㢟としたい。

本調査においては、୧大学の調査ᑐ㇟の年㱋

ᕪや実習経験を⪃慮していないことから、୧大

学間のᕪにὀ┠するよりも、ࡴしろ⌧௦の女子

大学生のഴྥをࡘかࡴことに㈉⊩し得るとい

ってよい。

㸱㸬㉥ࡢࢇࡷࡕ᥋ゐ࣭⫱ඣ⤒㦂㛵ࡿࡍㄪᰝ

⪃ᐹࡢ

調査結果からぢ࠼てくる保育者養成の課㢟

本調査のᑐ㇟は、保育者養成課程にᡤᒓしてお

り、子どもの⯆・関心は୍⯡の大学生より



─ 2�7 ─

「子ども理解と教育相談」及び「子育て支援」に関する一考察

―5―

も㧗いと᥎ さࢀる。ࢀࡑにもかかわらず、赤

ちゃんの育児経験が㊊しているという実≧

からは、┦ᙜに意㆑して赤ちゃんと学生とが関

わるᶵ会を設けるᚲ要に㏕らࢀていることが

⌮ゎできる。

୍᪉で、ዴఱに⌧௦♫会における子どもや育

児୰の養育者の⌮ゎが㧗まらないかという

ことの୍ᅉを表しているとも⪃࠼らࢀる。

実際、幼⛶園教育実習や保育実習の前指導

などにおいても、子どもと関わった経験がᑡな

いことからᏳを感ࡌるという内ᐜが学生か

ら語らࢀることがᑡなくない。

㸲㸬ᐇ⩦ࡿࡅ࠾Ꮚ⫱࡚ᨭࡢ⤒㦂

(1)ᐇ⩦ᅬࡢ๓ࡢ౫㢗㡯

本㡯でᢅうアンケート調査は、ከ様な保育を

学ࡪことが┠的となっている保育実習ϩ(⮬ᕫ

㛤ᣅ園)ཬび保育実習Ϫ(⮬ᕫ㛤ᣅ施設)にࡘい

て⾜ったもので࠶る。ᚑ᮶は、㸱回生に 10 日

間⾜っているが、コロナ禍のᙳ㡪で４回生ま

でᘏ期さࢀた学年がおり、2022 年ᗘは 3 回生

と 4 回生との 2 学年が、8 ᭶下᪪から 9 ᭶上᪪

の期を୰心に保育実習ϩを⾜っている。なお、

本学児❺学⛉の学生は、ほࡰဨが幼⛶園教ㅍ

のචチとేࡏて保育ኈ㈨᱁を取得することか

ら、本稿では、特に「幼⛶園教ㅍ」と㺀保育ኈ㺁

とを༊ูすることなく㺀保育者㺁と⛠するこ

ととする。

コロナ禍において実習を引き受けていただ

くことが、実習園にはከ大な㈇ᢸをおかけする

ことはは㔜々ᢎ▱しており、࠶くまでも「↓⌮

のない⠊ᅖで」として౫㢗している。保育実習

ϩにおける౫㢗文をᢤ⢋して௨下に♧す。特に、

本稿においてᙉ調したい⟠ᡤに下⥺   を

している。

まず、学習のࡡらいにࡘいては、「ࠗ 保育実習

ϩ࠘は、ࠗ 園・クࣛスの活動に参加しながら、保

育ኈのをᡭఏったり、様々な子どもや保ㆤ

者と関わったりすることを通ࡌて、保育ᡤ(園)

のᙺや保育ኈの職ົ、子どもの発達や㞀がい

児保育、ᘏ㛗保育、ᐙᗞ支援など、ከ様な保育

にࡘいての⌮ゎを῝めること を࠘学習のࡡらい

に位⨨࡙けています。」としている。

ḟに、内ᐜの┠Ᏻにࡘいては、「ձᡭ㐟びや

ḷ、⤮本のㄞみ語りなど、▷間の部分実習を

」ᩘ回⾜う。さらに、ྍ⬟でࢀ࠶ば、実習のᚋ

༙で「指導を❧したう࠼で主活動の㈐௵実

習」（30 分㹼1 間、⮳は༙日程ᗘ）を⾜う。

ղྍ⬟でࢀ࠶ば、Ⓩ園ཬび㝆園の保ㆤ者と保

育ኈとの関わりや、㐃⤡ᖒを通した保ㆤ者支援

を学ばࡏて頂く。（上記の課㢟は࠶くまでも┠

Ᏻです。本学が౫㢗している実習期間はኟᏘ୰

ですので、園児のఇみや職ဨの᪉のኟᏘఇᬤ・

研ಟ➼で特ูの保育体ไをとっておらࢀるな

ど、上記の課㢟（特にձの㈐௵実習)が設定で

きないことも࠶ろうかとᏑࡌます。㈗園のご

をඃ先して、課㢟・実習内ᐜを設定していた

だけࢀばとᏑࡌます。）」としている。

(2)䜰ン䜿ートㄪᰝの方ἲ

本㡯のアンケート調査のヲ⣽は௨下で࠶る。

࠙調査実施期ࠚ

2022 年 9 ᭶ 23 日㹼9 ᭶ 27 日の 3 日間

࠙調査ᑐ㇟ࠚ

➹者がᢸᙜする 3 回生ᚋ期配ᙜ⛉┠㺀子育て

支援㺁㸱クࣛスの受講生ྜィ 103 ྡ。回⟅者ᩘ

は 92 ྡで回⋡は 89.3㸣で࠶った。先㏙した

ように 2022 年ᗘは４回生も、保育実習ϩ･Ϫを

⾜っているが、アンケート実施に㐺したᤵᴗを

ᢸᙜしていないため実施しなかった。

࠙実施᪉法ࠚ

ータル内の࣏、回のᤵᴗ⤊にึڧ LMS 上に

設けているアンケートに回⟅するよう౫㢗し

た。

࠙㉁ၥ㡯┠ࠚ

௨下の説明の元に、保育実習ϩ･Ϫにおいて、

子育て支援にࡘいてどのように学ࡪᶵ会が᭷

ったかを」ᩘ㑅ᢥᘧで回⟅するようồめた。

࠙アンケートの説明ࠚ

保育実習㸰では、子育て支援を学ࡪことも 1

。の┠的となっていることを☜ㄆしたࡘ

᪤に保育実習ϩを⤊࠼ている学生には、子育

て支援にࡘいてどのように学ࡪᶵ会が࠶った

かの回⟅をồめた。୍᪉、保育実習ϩを⤊࠼て
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いない学生には、㺀特に↓し㺁にࢵ࢙ࢳクをさࡏ

た。

ㄪᰝ⤖ᯝࢺ࣮ࢣࣥ(3)

表 9 は、保育実習(⮬ᕫ㛤ᣅ)において、どの

ような子育て支援を学ࡪᶵ会が᭷ったのかを

」ᩘ㑅ᢥྍとして回⟅した結果を集ィしたも

ので࠶る。⣙ 8 の学生が、「Ⓩ園・㝆園に

保育者と親子の様子をほᐹした」と回⟅してい

る。しかしながら、ḟいで回⟅ᩘのከい「㐃⤡

ᖒをㄞまࡏてもらった」のは 25.0㸣と、大きく

ྜはῶᑡしている。さらに、「子育て支援に

いて、保育者にヰをఛった」がࡘ 19.6㸣、「Ⓩ

園・㝆園に親子に┤接関わった」と回⟅した

者は、14.1㸣と 1 ᙉに㐣ࡂなかった。また、

「特に子育て支援にࡘいて学ࡪᶵ会はなかっ

た」と回⟅した学生も 7.6㸣いた。

回調査した実習期間は、ᮍだコロナ禍が⥆

く୰で⾜わࢀたもので࠶り、日々、≧ἣがኚ

する୰での保育のᕤኵを学ࡪᶵ会を得たこと

に大きな意義が࠶る。

もっとも、こࢀまで特に調査というᙧᘧを取

らず学生に⫈き取った⠊ᅖでも、回の調査結

果と同様に、保育実習ϩにおける子育て支援に

関する学びのᶵ会は㝈らࢀていた。

表 10 は、実習における子育て支援に関する

⮬⏤記㏙で࠶る。この表において、ල体的に学

⥺ことがฟ᮶た子育て支援の内ᐜの⟠ᡤにἼࡪ

の下⥺、子育て支援にࡘいて経験できなかった

内ᐜの⟠ᡤに   をしている。௨下、表 10

の回⟅␒号をして説明する。

✚ᴟ的に子育て支援にࡘいて学ࡪᶵ会が設け

らࢀた実習園では、園内の子育て支援施設をぢ

学(1,9)、子育て支援活動のほᐹ実習を経験した

学生もいた(5)。また、ᆅᇦのᶵ関との㐃ᦠを

どのように㐍めているかなどを学んだ学生もい

た(4）。さらに、(8)に記載さࢀている┿き

の園だよりの活用からは、࢟ࢻュ࣓ンࢸーショ

ンのᡭ法が取り入ࢀらࢀているྍ⬟ᛶがఛ࠼る。

さらに、⤮本⤂のお౽りに関するᕤኵからは、

「お౽り」をきっかけに親子のὶを活ᛶす

るようなാきをしていると᥎ᐹさࢀ、保育⌧ሙ

ならではの子ども･子育て支援の୍ࡘで࠶ると

⌮ゎできる。

また、保育実習Ϫの施設実習においても、ᑗ

᮶をぢᤣ࠼て子ども･子育て支援を⾜っている

ことをᙉく感ࡌたと記㏙していたり(3)、保ㆤ者

支援に関する会㆟にࢨࣈ࢜ーࣂーとして参加し、

どのようにすࢀば子どものᏳ心にࡘながるかを

⌮ゎするᶵ会を得た学生もいたりする(7)。୍ ᪉

で、㐃⤡ᖒをぢࡏていただくよう౫㢗してもࣉ

ࣛイࣂシー保ㆤのほⅬからチྍさࢀなかったሙ

ྜも࠶る(10)。ࢀࡒࢀࡑの園の᪉㔪で᭷り、⮴

し᪉の↓いことで࠶る。

本調査の結果からは、保育実習ϩの≺いの୍

、る子育て支援に関する学びの内ᐜは࠶でࡘ

「Ⓩ園・㝆園に保育者と親子の様子をほᐹ」

するというᙧが大༙で࠶り、⣙ 8 を༨めるこ

とが明らかとなった。ḟいで、25㸣の実習生が

「㐃⤡ᖒをㄞࡴ」経験をしており、⣙ 2 の実

習生が、保育者から子育て支援にࡘいてヰを⪺

くというᙧで学んでいた。養育者と┤接かかわ

った実習生は、わずか 14.1㸣で࠶った。保育者

に子どもとのかかわりだけでなく、養育者との

かかわりや支援がồめらࢀていることを⪃࠼

ると、保育⌧ሙにおける子育て支援に関わる実

習内ᐜは、実際に保育者になったときには心も

とないと言わࡊるを得ないのが⌧≧で࠶る。

㸳㸬⪃ᐹ

(1)ಖ⫱⪅ồࡿࢀࡽࡵ㧗࠸ᑓ㛛ᛶ

保育者には、㐟びを通して子どもの育ちにᐤ

りῧうために、㡢ᴦや㐀ᙧ、⤮本ㄞみ、㐠動㐟

びなどのさまࡊまなᢏ⾡や⌮論のಟ得がồめら

⌮ルなどをࢹて心⌮発達的なಁ㐍ࣔ࠼る。加ࢀ

ゎし、ࢀࡑらを⮬らの୰で⤫ྜして㐟びや生活

の୰で活用するので࠶る。

さらに、⌧௦の育児⎔ቃを受けて、᭱前⥺で

親子に関わる保育者には、子ども⌮ゎにᇶ࡙く

かかわりはもとより、養育者を⌮ゎして支࠼、

協ാ関係を結びながらඹに子どもの育ちにᐤり

ῧうというさらなる力㔞がồめらࢀている。
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⾲ 9.Ꮚ⫱࡚ᨭ࡚࠸ࡘᐇ⩦࡛Ꮫࡔࢇᶵ

子育て支援について実習で学んだ機会 回答数 (人 ) 割合 (%)

① 登園・降園時に保育者と親子の様子を観察した 72 78.3

② 登園・降園時に親子に直接関わった 13 14.1

③ 連絡帳を読ませてもらった 23 25.0

④ 園内の子育て支援施設に行かせてもらった 5 5.4

⑤ 子育て支援について、保育者に話を伺った 18 19.6

⑥ 特に子育て支援について学ぶ機会はなかった 7 7.6

⑦ その他 (具体的に記して下さい) 11 12.0

⑧ 自由記述欄 11 12.0

⾲ 10.ᐇ⩦ࡿࡅ࠾Ꮚ⫱࡚ᨭ(⮬⏤記㏙) 

番号 自由記述の内容

1 
園内に、子育て支援ルームがあり、入園していない親子でも気軽に立ち寄ることができる。保育士が常にいる

ため、子育ての相談を常時できる状態である。ルーム内にも、おもちゃが豊富にあるため、子どもも楽しめる。

2 支援が必要な子どもにたいしてどのような関わりを持っているか保育士に聞いた。

3 保育実習Ⅲで将来を見据えて子どもに支援を行っているということを強く感じた

4 
保育園に通う子どもの中に、保育園の近くにある療育にも通っている子どもがいること、母親とも相談して通う

か決めていることなどを保育者に教えていただいた。

5 地域の家庭の子育てをサポートする子育て支援活動が行われていたため、観察実習を行った。

6 
保育実習Ⅱではなく、保育実習Ⅲを選択していたので、保育園ではなく施設実習でした。今までの実習から

回答します。

7 

児童養護施設で実習を行い、子ども達が安心して生活できるように支援を行うだけでなく、保護者の方に対

してどのような対応をとり、どのような支援を行っていくことが必要かを職員の方同士で話し合う会議を見させ

ていただきました。

8 

保育園の園だよりなどを見せてもらいました。子どもたちが園でどのように過ごしているのかなど写真付きでた

くさん書かれていました。また、本を紹介した毎月のおたよりも見せていただきました。ランキングやカテゴリー

ごとにまとめられており、これを見て、絵本を買ったり図書館へ借りに行ったりする保護者の方もいると教えて

いただきました。

9 

園内には地域子育て支援センターがあり、専用のおもちゃや絵本などが配置された部屋で親子教室が行わ

れていました。見学する機会はなかったのですが、部屋が園庭に面していて中の様子が見えていたため、保

育者が参加する親子を迎え入れる準備をしている様子や親子が集まって来る様子、その中でのやりとりなど

を断片的にですが何度か見ることができました。

10
直接関わると言っても、継続して入るクラスの保護者への挨拶、自己紹介であり、会話の内容も状況的にあ

まり聞けることはなかった。

11
家庭の様子も知りたいと考え、連絡帳を見せていただこうとすると、プライバシーを理由に断られたため、保護

者との関わりもなかった。

文部⛉学┬（2017）やཌ生ປാ┬（2017）に

よる ECEC の᪂たな指㔪からは、子ども・子育て

支援に関する⌮論や実践にࡘいて、心⌮学的な

ഃ㠃からも学ࡪᚲ要ᛶが㧗いことが⌮ゎできる。
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通ᖖの幼児教育・乳幼児保育に加࠼て、親子支

援のほⅬをᣢち、こࢀまでの▱ぢを応用し、ከ

職✀との協ാによる支援実践が⾜࠼る保育者が

ồめらࢀているので࠶る。

୍᪉、親子支援は、᪤Ꮡの学ၥ㡿ᇦを㉺࠼た

ẚ㍑的᪂しいᯟ⤌みで࠶り、ከ職✀・ከ㡿ᇦ間

の協ാや、᪤Ꮡのᑓ㛛ᛶの応用をᚲ要とする活

動で࠶る。保育者養成は、、まさに、大きな

㌿期に┤㠃しているので࠶る。

(2)ಖ⫱Ꮫ⏕ࡢᏊࡶ㣴⫱⪅ࡢ㛵ࡾࢃ

養育者がᑡ子や᰾ᐙ᪘、ᕼⷧな人間関

係のᙳ㡪から、⃰ᐦな関わりをᚲ要とする子

どもとのコミュニケーションにᅔ㞴を感ࡌて

いることと同様に、同ࡌୡ௦で࠶る保育学生

もまた、者とのコミュニケーションのとり

᪉にᅔ㞴感をᢪいている。

➹者は、ᤵᴗの୰で⮫ᗋ心⌮学にᇶ࡙いた

様々なコミュニケーションワークを᥇り入ࢀ

ている。⮫ᗋ心⌮学的なほⅬにᇶ࡙くコミュ

ニケーションワークの✚み㔜ࡡによって、グ

ルーࣇ･ࣉン࢞ー࣌インࢸングにおいて、

ᶍ㐀紙上でわさࢀるコミュニケーションࣉ

ロセスの㉁にኚがㄆめらࢀたことをሗ࿌し

ている(瀬々倉,2018)。保育者は、子どもを῝

く⌮ゎし、かࡘ、養育者のᛮいを⌮ゎした上で

協ാ関係を結んでいくᚲ要が࠶るが、ࡑの前

ᥦとして、者とのコミュニケーション⬟力

のྥ上がᚲ要で࠶るからで࠶る。

先㏙したように、保育者には、幼児教育・保

育の㧗ᗘな▱㆑やᢏ⾡がồめらࢀる。さらに、

࢝ンセࣜングのᇶ♏を学んだ上で、通ᖖの࢘࢝

ンセࣜングとは␗なるᙧで保育者ならではの࢘

子ども・子育て支援がồめらࢀる。

⌧௦の保育者には、ᣢてる▱㆑やᢏ⾡を応用

して子ども・子育て支援に活用する力がᚲ要で

。る࠶

(3)ಖ⫱⪅㣴ᡂㄢ⛬ࡿࡅ࠾Ꮚ࣭ࡶᏊ⫱࡚ᨭ

ࡢᏛࡧ

保育者には、㧗いコミュニケーション⬟力と

幼児教育・保育の▱㆑やᢏ⾡、ࡑして応用力も

ᚲ要で࠶る。୍᪉で、ࢀࡑに応ࡌた教育はᮍだ

十分とは言࠼ず、保育⌧ሙにฟてからึ௵の保

育者は試⾜㘒ㄗを⧞り㏉して成㛗していく。

では、保育者養成課程における、子ども・子

育て支援に㈨する実践的な学びしてどのような

ことがྍ⬟だろうか。上㏙したように、保育実

習において、子育て支援にࡘいて実践的に学ࡪ

ᶵ会は㝈らࢀているのが⌧≧で࠶る。こࢀは、

コロナ禍のみならず人ဨ㊊など⌧ᅾ保育⌧ሙ

がさらさࢀているཝしい⌧≧も大いにᙳ㡪して

いると⪃࠼らࢀる。では、園実習௨外にはఱが

できるのだろうか。

まずは、本稿ෑ㢌にᣲげた関㐃⛉┠「子ども

⌮ゎと教育┦ㄯ」や「子育て支援」などの保育

者養成⛉┠の内ᐜの実で࠶る。保育者なら

ではの子ども・子育て支援のᅾり᪉に関する実

践・研究の✚み㔜ࡡがồめらࢀる。

また、大学における子ども・子育て支援活動

の実施によって、ᆅᇦ援ຓ活動を通した学び、

アクࣈࢸ ･ࣛーニングを実することが

┈々㔜要となる。࠼ば、本学では保育⌧ሙや

乳幼児の子育てᐙᗞの協力を得て、子ども・子

育て支援を実践しながら学ࡪ「ぴっぱらん」活

動を⾜い子どもや養育者の⌮ゎやかかわりの

ᅾり᪉の学びを῝めている。ࡑのࣉロセスにお

いては、乳幼児との関わりがஈしい学生の教育

に特にὀどし、ᚲ要に応ࡌて幼児人ᙧを用し

てᢪき᪉のコࢶを教࠼るなど、きめ⣽かな教育

を⾜っている。ᑐ㠃ᙧᘧで⾜ってきた活動を

2019 年のコロナ禍からは࢜ンࣛインにษり᭰

て支援実践の実とともに学生の学びを῝め࠼

ており、ࡑの活動は、内閣府発⾜の「子供・若

者白書 令和 4 年版」にᥖ載さࢀている（瀬々

倉,2022a･b）。ᚑ᮶の親子支援活動には↓い、本

学児❺学⛉ならではのᑓ㛛ᛶに裏けらࢀ、῝

く親子に関わることのできるࣉログ࣒ࣛ内ᐜと

なっていると⮬㈇している。

しかしながら、ᆅᇦ㈉⊩としての子ども・子

育て支援活動⮬体の実と、保育学生の学びと

を୧❧さࡏることはᐜ᫆いことではないのも

実で࠶る。

୍᪉で、2018 年ᗘに「親子支援活動ࠗぴっぱ
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らん࠘に関するᫎീ記㘓のࢹータ」ᴗの୍

㈏とし⾜った」ᩘのࣉログ࣒ࣛに参加した学生

をᑐ㇟とした㉁ၥ紙調査の結果では、௨下のこ

とが明らかになっている(瀬々倉,2020)。

ձ活動に参加した学生の‶㊊ᗘが非ᖖに㧗い。

ղ親子とᐦにὶすることの㞴しさや᪂㩭さを

感ࡌたと同に、㞴しさも☜ㄆすることがで

きた。ճ㐃⥆ᛶの୰で親子に関わることで、親

子や学生⮬㌟のኚにẼ࡙くことができた。մ

親子支援活動をᨵめてᐈほどするために、活動

をᫎീ記㘓して⾜った㉁的研究に意義を感ࡌ

ている。յ子ども・子育て支援のከ様な࠶り᪉

を▱った上で、⮬分たちが実施ྍ⬟な支援にࡘ

いて⪃࠼ることができた。

このように、ᑡ子௦に生まࢀ育ち、子ど

もと関わる経験がᚲずしも豊富とは言࠼ない学

生たちにとって、本活動は、通ᖖの幼⛶園教育

実習や保育実習とは␗なる学びの経験となって

いることが⌮ゎできる。

さらに、2020 年ᗘからのコロナ禍においては、

㹇㹁㹒を✚ᴟ的に活用して、࢜ンࣛインによる

ぴっぱらん活動をᒎ㛤している。ⱞ⫗の⟇で㛤

ጞした࢜ンࣛインによる活動で࠶るが、結果的

に௨下のような学びを得ることになった。࢜ン

ࣛインによる活動では、ᑐ㇟年㱋児௨外のきࡻ

うだい、∗親の参加、㐲᪉ᅾఫの親子、日本語

がヰࡏない親子、⪺こ࠼に⮬⏤が࠶りᏐᖥが

ᚲ要な親子などከ様な親子に保育学生が関わる

ことがྍ⬟となった。このことから、Ꮠᖥを

けて㘓⏬を⦅集し、࢜ン࣐ࢹンࢻコンࢸンࢶと

して親子や幼保園、子ども・子育て支援ᶵ関な

どにᥦ供している。また、㐲᪉にఫࡴ♽∗ẕと

乳幼児期の親子が会するሙにもなった。特に、

Zoom のࣞࣈイク･ア࢘トセࢵションを用する

ᐙ᪘ẖの個ูᑐ応ࣉログ࣒ࣛで࠶る㺀ぴっぱら

んシࣜーࢬ㺁では、子どもや養育者、ᐙᗞの様子

を関ほᐹしながら⌮ゎを῝め、㘓⏬を分ᯒし

たう࠼で࢜ーࢲー࣓イࢻの㐟びをᥦ供すること

を通して、実践の応用力を㌟に╔けることがで

きた（瀬々倉,2022a･b,前ᥖ書）。

⌧ᅾ、子ども・子育て支援のほⅬをもち、支

援実践を⾜࠼る保育者の養成はᛴົで࠶る୍᪉

で、保育者養成課程においては、ᚑ᮶の実習に

加࠼て実際の親子支援を学内外で実践しࡘࡘ、

学生を教育するという、実践と教育を୪⾜して

⾜うᚲ要が生ࡌている。

実した親子支援を⾜うためには、教育⎔ቃ

の実と保育者養成に関する῝い⌮ゎ、ᆅᇦ

子ども・子育て支援と୪⾜して⾜うᚲ要の࠶る

支援者教育という᪂しいᯟ⤌に⌮ゎがồめらࢀ

る。

保育者養成は、ᖖに♫会との⧅がりの୰でᒎ

㛤していくᚲ要が࠶る。VUCA(Volatility（ኚ動

ᛶ）・Uncertainty（☜実ᛶ）・Complexity（」

㞧ᛶ）・Ambiguity（᭕ᛶ）)な௦と言わࢀて

いる先のぢ࠼ない≧ἣで、ᑓ㛛ᛶを発して親

子に㈉⊩するためには、༢なる࢘ࣁ࢘ࣀを教࠼

ることではᙺに❧たない。子ども௦に育てる

ことの㔜要な内ᐜとして非ㄆ▱⬟力が上げらࢀ

るが、保育学生にも非ㄆ▱⬟力を活ᛶする教

育がᚲ要で࠶る。

ᩥ⊩

ཎ⏣ṇ文（2006）子育てのኚㇺとḟୡ௦育成支援 ,ྡ

ྂᒇ大学ฟ版会

ཌ生ປാ┬（2017）保育ᡤ保育指㔪

文部⛉学┬(2017)幼⛶園教育要㡿

୰᰿┿（2019）「幼児⌮ゎと教育┦ㄯ」をどのように

教࠼るか㸽－᪂௵保育者研究の▱ぢをࡩま࠼て

－,㱟㇂教職ࣕࢪーナル,第 7 号,Pp.1-16 

୰ᑿ⦾ྐ（2018）幼児教育における教育┦ㄯ ,ோឡ女

子▷期大学研究紀要,第 50,Pp.85-86

内閣府･文部⛉学┬･ཌ生ປാ┬ (2017)「幼保㐃ᦠᆺ

ㄆ定こども園教育・保育要㡿」

瀬々倉玉奈・清水文 ンンࣛインによる子ど࢜(2022)

も・子育て支援のྍ⬟ᛶ─コロナ禍 2 年間におけ

る活動の実践ሗ࿌─,京都女子大学教職支援セン

ター研究紀要,第 4 号

瀬々倉玉奈 (2022b) ICT 活用によるከ様ᛶに応ࡌた

子ども・子育て支援を通した保育者養成 , 2022 年

ᗘ ICT 用による教育ᨵၿ研究発表会 , බ┈法

人⚾❧大学ሗ教育協会 ICT 用教育ᨵၿ発表

会㐠Ⴀጤဨ会,Pp.126-129

瀬々倉玉奈（2022a）第 4 ❶コ࣒ࣛ NO.2,I㹁㹒でࡘな



京都女子大学教職支援センター研究紀要（第 5号）

─ 2�2 ─

―10―

がる乳幼児期の子供･子育て支援（京都女子大学親子

支援ひろば「ぴっぱらん」） ,内閣府 ,子供･若者白書

令和４年版,日経印刷,Pp.142-145･裏表紙

瀬々倉玉奈 (2020)子ども・子育て支援に関する実践

と研究を通した学生の学び ,京都女子大学教職支

援センター紀要，第 2 号

瀬々倉玉奈ほか (2019)保育者養成課程における親子

支援の実践と支援者教育─赤ちゃんとの接触・育

児経験に関する調査結果をもとに─ ,京都女子大

学発達教育学部紀要，第 15 号,Pp.122-130

瀬々倉玉奈 (2018)保育者養成におけるコミュニケー

ション･ワークの導入 ,京都女子大学発達教育学

部紀要,第 14 号,Pp.143-152

瀬々倉玉奈（2016）赤ちゃんとの接触・育児経験に関

する調査,日本乳幼児教育学会第 26 回大会研究

発表論文集,Pp.236-P237

瀬々倉玉奈（2015）子育ち・子育て支援としての大学

講義─赤ちゃんとの関わり体験調査─ ,大阪樟

蔭女子大学研究紀要,第５巻,Pp.117-125

瀬々倉玉奈（2013)子育て教室における養育者間ス

ク イ グ ル と 託 児 － 親 子 分 離 の 逆 説 的 効 果

－,FOUR WINDS 乳幼児精神保健学会誌,6,Pp.36-

47

瀬々倉玉奈 (2012)乳幼児期の子育て教室における

スクイグル法応用の試み－親子の前言語・非言

語的コミュニケーションの疑似体験－ ,国際幼

児教育研究,20,Pp.25-38

倫理的配慮

本稿で取り上げたアンケート結果は、教育研

究のために活用することを調査協力者に説明し、

研究の主旨に同意を得た上で実施している。ま

た、個人が特定できないよう十分に配慮した上

で記載している。

謝辞／付記

コロナ禍にもかかわらず、実習をお引き受け

下さり、学生たちをご指導くださった実習園や

施設の関係者各位に心から感謝を申し上げます。

京都女子大学親子支援ひろば「ぴっぱらん」

にご参加頂き、学生の学びにご協力下さった親

子の皆様にも心から感謝申し上げます。また、

本活動を豊富なご経験を元に御指導頂いている

外部講師の清水文先生にも感謝申し上げます。




